
  
　 

　
　
　
　

　 

自分や学級、学年のさらなる成長を願って  

大垣市・安八郡安八町組合立東安中学校 

校長　辻村　由香里 

 

　昨年末は、インフルエンザでの欠席が急激に増え 

て、最後の３日間が学校閉鎖となって１２月を終え 

ることになってしまいました。冬休み中、みなさん 

は健康的に過ごせましたか？ 

　本来なら１２月２６日の全校朝会で、みなさんに 

話そうと思っていたことをもとに話をします。 

１０月中旬から始まった後期も、半分が過ぎまし 

た。自分は、学級は、学年は、後期の約３ヶ月で、 

どんな成長ができましたか。私は１０月の後期始業 

式で各学年に期待することを話しました。覚えていま

すか？それについて振り返ってみます。　　　　　　　（２年生　小集団交流の様子から） 

 

１年生、毎日の授業、給食や掃除、行事や最近始まった合唱練習で、自分は頑張っていると

言えましたか。時折、職員室の先生方の会話の中から、以前よりよくなった姿の話をいくつか

聞きました。しかし、まだまだ学年や個人としての課題もありそうですね。自分が頑張ること

も大切ですが、学習も生活も集団でそれに向かう意気込みがなくては、向上しないと思ってい

ます。仲間にどう関わって、集団としてのどんな力を付けて１年生を終わるのか、これまでの

自分たちを見つめて、まずは今できるようになったことを確かめ自信を付けながら、今日から

の生活を送ってください。 

 

２年生、東安中学校の中堅学年としての自覚をもって生活できましたか。秋から、幾度とな

く授業を見せてもらう機会がありましたが、小集団で学ぶ姿から、着実に力が付いてきている

ことが感じられました。それぞれの学級集団の雰囲気の良さも伝わってきます。 

また、１１月の連合音楽会の合唱は、見事でした。自分たちの歌声は素晴らしいと、自信を

もってください。伝統を引き継ぐ会が楽しみです。そして、１２月の職場体験では、学校を離

れ働くこととは何かを感じてくれたと思います。各事業所からの、体験後のアンケートには高

い評価が多く、うれしく思いました。日頃からの落ち着いた生活態度やマナーの良さの表れで

しょう。 

 

３年生、昨年の秋は卒業後の自分の進路を真剣に考えた大切な時期でした。また、１ヶ月ご

とに行われた習熟度テストに向けて、毎日の授業とは別に、これまでの復習をどれだけして、

それがどれだけ結果になって表れたでしょうか。満足や納得のできた人、思うように成果とな

って表れないと感じた人、様々だと思いますが、最後まで油断や諦めは禁物です。 

　受験だけが目的ではなく、義務教育で身に付けるべき学力、また、今後の生活で自分らしく

生き生きと生きていけるための生活力や心持ちを、残り少ない毎日で身に付けてほしいと思っ

ています。早い人は１月中に、多くの人が２月には高校受験が控えています。 

残された中学校生活の一日一日を本当に大切に、自分に様々な力を付けて 

ください。頑張って。応援しています。 

　では、まだまだ感染対策を意識しながらも、気持ちも新たに、今日から 

頑張りましょう。 

　　　　　　　　　 

　　　　　　　　　　　（１／７　冬休み明け全校集会　校長の話より）　 
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学校の教育目標　「心豊かで　たくましい生徒」



１月１７日（金）　社会科全校研究会 

　私たち教師が生徒と共によりよい授業を創っていくために、全学級の公開授業と３年Ｃ組
社会科の単元「私たちの暮らしと経済」の研究授業を行い、小集団での学習を中心に据えた
仲間との学び合いについて、講師の先生よりご指導をいただきました。 
　全学級の公開授業では、昨年度よりも生徒どうしの距離が近くなり楽しそうに学びに向か
っている学級が多かったことや、分からないことを分からないと言え、それを仲間で支え合
う姿があったことを評価をしていただきました。 
　３年Ｃ組の研究授業では、コンビニエンスストアの弁当
を小集団で企画する活動を通して、多面的で多角的な視点
で商品開発を行うことが大切であると学習することができ
ました。仲間の考えを聞きながら自分の考えを深め、仲間
と共に学ぶ楽しさを味わうことができました。 
　３年生では、誰と小集団になっても対等な関係で一人一
人の力を伸ばすことができるよう、2週間に1回小集団をシ
ャッフルしています。授業の基盤が人間関係づくりにある
ことを自覚し、学校生活のあらゆる場面で仲間とのよりよ
い関係を作るよう、これからも切磋琢磨していきます。

１月２０日（月）　２年生職場体験　１年生への体験発表 

　２年生が職場体験で学んだことを、１年生に伝える会を行いました。２年生の生徒は職場
体験を通して、働くことの楽しさややりがい、大変さなどを学ばせていただき、普段からど
のようなことを意識して取り組んでいけばよいのかについ
て考えることができました。この経験を１年生に聞いても
らい、日常生活や来年の職場体験、これからの進路選択に
生かしてもらうために企画しました。 
　１年生の振り返りを紹介します。 
「どの仕事にも大変さはあるけど、楽しいことややってよ
かったと思えることもあるから、私もやりがいを感じなが
ら仕事ができるようになりたいです。さらに、嫌なことが
あってもお客さんの笑顔を見るとやってよかったと思える、
という話を聞いて、私もちょっとしたことでも店員さんに
挨拶やお礼を言えるようになりたいなと思いました。」

１月２２日（水）　伝統を引き継ぐ会に向けて　日常生活の交流 

　伝統を引き継ぐ会を通して目指す姿は、日常生活の向上を願ってひたむきに自分の姿で示
したり仲間に熱意をもって呼びかけたりする姿や、仲間の
成長を願って共に取り組む姿、仲間の思いを受け止め行動
で応える姿です。伝統を引き継ぐ会の当日には、それまで
に自分たちで創ってきた具体的な姿を示しながら成長や課
題点について語られます。 
　小集団の学び合いや掃除など、日常生活の姿をよりよい
ものにするために、１・２年生は３年生の姿を見て学ぶ取
組を行っています。また、３年生は１・２年生に伝統とし
て継承してもらえる姿を示すことができるよう、自分たち
の姿を振り返りながら取り組んでいます。

 
 
 
※　行事予定は削除してあります。


